


横俵遺跡群の位置

赤城火山斜面

広瀬川低地帯
(I日利@ill流路）

前橋台地

現利根川

前橋市の地形は、大きく三つに分けることガできま可。市の乗部の城南

地区から北部の芳賀地区にガけて広ガる赤城火山斜面 • 田口町ガら市の中
央部を追り、 駒形囲まで続く音の利根川の流路である広瀬川低地帯 • 市の

西部の総社 ・栗地区tJ'ら利根川をはさんで上川 ・下川地区にかけて広ガる

前橋台地の三つです。
.,c.:cr-:.. 

横俵遥跡群は、だくさんの迎跡ガ残されている赤城火山斜面にあります。

横俵迎跡器は、前橋市乗部の果沢町 ・下大屋町 ・西大室町にまだがつてあり、北は

勢多郡大胡町 ・栗は同じく粕川村に接していま弓。
,w.·1~ つ

迎跡のすぐ南には、大正用水が要へ流れてあり、八光沼 • 横俵沼 •乾谷沼などの農

業用の溜池も見られま可。

横俵追跡群ガある城南地区は、己代の追跡の宝語とされている地区で、土地改良に

伴う発掘調歪などで1日石弱時代 ・ 絹文時代 ・ 弥生時代 ・ 古墳時代 • 奈良時代 • 平安時

代及ぴ中世 ・近世に至るまで多くの追跡ガ隅査されていま可。





縄文時代の調査

大追潤跡や熊の穴選跡では、今ガら

伺干年も前の縄文時代の住居跡やあ墓

の跡ガだくさん見つ力りましだ。
ぇ：1/J-, 

上の写真は、柄鏡形の住居跡で、家
しさ

の中に石ガ敷ガれているところガら敷
A し

石住居といわれているものです。

fil形のi主まいの部分には、 10固の

柱の穴ガありましだ。まだ、中央部に

は、炉（いろり）の跡もありましだ。

石の写真の中央部には、村の人達の

あ茎の跡と思われる石で囲まれた穴ガ

だくさん写つていま可。
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出ているのガわ力りま可。4.5は、注
こう

5 □土担と呻ばれるもので、今のや力んや

どひんに良く似ているものです。きっと

同ガあいしい飲み物でも入れて飲んでい

だのでしょう。 6は、洩鉢と呼ばれるも

ので、画経ガ40anほどもあり、口の周

りには力ざりのだめのものか だくさん

の小さい穴ガ開られていましだ。6
 

土偶（胴）

量
伽

｀
 

名

土器につけられた人面

石棒

― ミニチュア石棒（約Scm)

耳飾りー

左の写真の土拒は、い可れも縄文時代

のエ舘で可。 1,2. 3, は深鉢と呼ば

れるもので食粒の貯蔵や蕉炊きに使われ

ていだものと思われます。 3の土拐は、

残念なガら上半分ガありませんでしだガ

爵文土担の特徴てある絹目の文様ガよく

左の写真は、あ堅と思われる部分とそ

の周りガら発見されだ特殊な土 • 石製品
→、"<ュ -,-で

を集めだものです。岩偶や土｛馬 • 石棒 ・
.c ~., 

工版などは、あ祭りやまじないのときに

使われだものと思われま可。岩｛毘や土｛毘

は、女性を力だどつだもので、女性は子

耳飾りの出土 i共を産むということ力ら豊力な実りを願

つて造られだの力もしれません。ただ、

全身ガそつくりそのまま貝つかることは

まれで、ほとんどガ壊されだ状態で発見

されま可。まだ、アワセサリーとして｛吏

用しだのでしょうガ目師りも同点ガ見つ

ガつていま可。

土偶（胴） 土偶（足） 土版の出土状態



古墳時代の調査（前期）

上の写真は、合力ら約1600年＜

らい前の古墳時代前期に生活していだ

人の住居跡です。 一辺ガ約5,..__,6mの

大きさで、ほぼ正万形の形をしていま

す。家の中力らは、五1固の柱穴ガ貝つ

力りましだ。まだ、当時使っていだと

思われるエ裾もだくさん発見されまし

だ。この時代の人だちは、まだカマド

というものを知らないので、縄文時代

と同じく炉（いろり）で煮炊きをして

いましだ。大適遥跡ではあよそ40軒、

熊の穴選跡では10軒ほどこの時期の

住居跡ガ調歪されましだ。

~ 焼失住居

この住居は、どうやら火災に

あつだらし＜、焼けこげて炭の

ようになつだ建築材tJ床一面に

散らばつていましだ。炉で窯炊

きをしていだだめに燃えやqぃ
材料で造つてある家は火災にあ

いや可ガったのガもしれません。

（態の穴追跡）

.. .:t拐の出エ状況

左の写真は、住居跡から掘り

出されだエ担を写しだもので可。

そつくりそのままに横になっ

て貝つかつだのガ、カメの底に

台ガ付いている台付きガメと呼

ばれるもので、その隣にも同じ

ょうな小型のカメガありましだ。

（大迫迎跡）

~ 発見されだ土蕗

この時代になると糊文時代にさ

ヵんに付けられていだ文様は、ほ

とんど無くなり、土器の際みも甜

くなりま可。このような羅文エ器

とはやや異なる師り気の少ない実

用的な土甜ガ芭四時代には使われ

るようになりま弓。上の三つはカ

メで、下の左にあるのは、米をふ

ヵすために使われだコシキと呼ば

れる土恕で可。 （席の穴迫跡）



己墳時代の後期になると煮炊きは炉

に代わりカマドで行なわれるようにな

ります。カマドは、粘土で造られてあ

り、上に穴tJ開けられていて、土舘ガ

スッポリ入るようになっています。

上の写真の正面に見えるのガカマド

で、発見されだときには、上の部分は

くすれていてありませんでしだ。

カマドのも手と家の隅力らは貯蔵穴

ガ見つ力りましだ。まだ、 5個の柱穴

もありましだ。大道迎跡ては、およそ

50ほどのこの時代の住居調査ガ行な

われましだ。

古墳時代の調査（後期）

~ 庄居跡の謂酉

住居跡の謂吾は、まざいら

..,,. ない土を機械で取り去り、そ

のあとは手作業で進められま
可。同百年もの間に家の中に

栢もつだ土を恨剥こ掘つてゆ

きま可。途中で土器tJ出ると

それを残してまだ掘つてゆき

ま可。
遠くの方には、まだ隅奎さ

れていない住居ガ黒いしみの

ようになって見えています。
（大遥迎跡）

~ 住居跡ガらのエ困の出土

みなさんの家の台所に食抱
ガだくさんあるのと同様に住

居のカマドの中や近くガらは、

だくさんの土答が見つ力りま
可。この写真ガらは、カマド
ガつぶれだときに落ちだ土拒

や貯蔵穴に転tJり落ちだ土祀

などが分ガりま可。まだ、貯

暇穴の大きさや深さもわガり

ま可。
（大遍迄跡）

~ 熊の穴追跡M-1号古墳

すでに天井石は取り云られ

ていてありませんでしだガ、

石室は良く残されていましだ。

追骸や副葬品はほとんどあり

ませんでしだ。
固経約25mほどの小円墳

で北ガら西、南にガけて堀ガ

めぐらされていましだ。上横
俵迎跡と態の穴迎跡には、だ

くさんの古J員ガあつだことガ
知られています。



口 縄文時代 □ 古墳時代前期 古墳時代後期 （大道遺跡）

時 代 区 分 I年代 I火 山 灰 編年 主な生 主な動物 前 橘 の 遺 跡
産活動

主なできごと

旧石鱈峙代 1 

BC 10000 心．．． 

BC 1000 

文 I前 期I
BC 3000 

時 I中期I

代『門

近 世 1

柑良カルデラ噴火

(AT層）

浅間山噴火

(Y.P層）

浅間山噴火

(D軽石）

浅間山噴火

(C軽石）

襖名ニッ岳噴火

(FA火山灰）

憬名ニッ岳噴火

(FP軽石）

浅間山噴火

(B軽石）

I 浅間山噴火

(A軽石）

狩
樽久保遺跡 狩様•採集の生活。

猟
北三木堂遺跡 寒冷な気娯。

頭慧遺跡． 土Bの伎用がはじiる，

漁 石 遭気遺跡群II
内堀遺跡群

携
縄

下鶴谷遺跡． 
器 頭慧遺跡

植 I温暖な気傾（海遺）。物 ． 文 村ができはじめる。

採 芳賀西部団地遺跡

集
, •. 骨 大規損な村がつ（られる，

原 土 芳賀北邸団地遺跡
［ 角 損俵遺跡群 士璽具が多量につ（らhるこ

＇始 芳賀東部団地遺踪 愚石住居がつ（られる。

： 器 芳賀北曲綸遺跡

： 器 積俵遺跡群

晨 祖遺苔群 1土偶、土版などが

西新井遺荏

ノ^
器• 上縄~·遺跡

内堀遺跡群
＼ 前揖天神山古墳

鵡谷遺注

稲
土

榊久保遺跡

金 須
慣俵遺路群

樗の木遺跡

仔
損俵（大ii遺跡）

農 属 宝堪山古墳

山王廃寺

召 芳賀東部団地遺跡

器 駐 中鵡谷遺跡

一 粕久保水田址

業 女堀

富田遺跡群

―陶 前橋城車橋門遺訪

磁
器

盛んにつ（られる。

1大IJからわ (1)がつたわ＆

邪只台Ill女王卑弥呼<

各地壌でも填Ifつ（られる，

古代絞ー国家が11!生。

.!:Ifill!!、国9号がつ（られる，

平安京に遷郡。

江戸幕府の成立。

明治緯新。

太平洋虹争。

横俵遺跡群 1989 

前橋市教育委員会

1989.12.251 




